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身
近
な
自
然
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
！

　
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
『
青
い
鳥
』
の
お
話
を

ご
存
知
で
す
か
。
二
人
の
幼
い
兄
弟
が
青
い
鳥

（
幸
せ
の
象
徴
）
を
探
し
て
旅
に
出
ま
す
が
、

実
は
青
い
鳥
は
自
分
た
ち
の
家
に
い
た
、
と
い

う
お
話
で
、
足
元
を
見
つ
め
る
事
の
大
切
さ
を

気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
目
を
向

け
て
み
る
と
、
宜
野
湾
市
に
も
青
い
色
の
鳥
が

い
ま
す
。
「
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
」
（
方
言
名
イ
シ
ズ

ー
サ
ー
）
の
オ
ス
で
、
ハ
ト
よ
り
小
さ
く
、
ス

ズ
メ
よ
り
大
き
い
、
全
長
約
25

セ
ン
チ
で
す
。

頭
か
ら
胸
、
背
、
腰
が
青
藍
色
（
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
）
、
腹
は
暗
赤
色
で
す
。
青
い
色
は
光
の

当
た
り
具
合
で
さ
ら
に
鮮
や
か
に
見
え
ま
す
。

　
「
ヒ
ヨ
ド
リ
」
と
名
前
に
つ
い
て
い
ま
す
が
、

実
は
ツ
グ
ミ
科
の
鳥
で
、
メ
ス
は
上
面
が
灰
黒

褐
色
、
下
面
が
暗
黄
褐
色
で
、
オ
ス
に
比
べ
て

か
な
り
地
味
で
す
。

　
元
々
の
習
性
は
、
海
岸
線
の
岩
場
を
生
息
地

と
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
宜
野
湾
市
で
は
内

陸
部
も
含
め
市
内
全
域
で
見
ら
れ
る
留
鳥
（
渡

り
を
せ
ず
、
一
年
中
住
み
着
い
て
い
る
鳥
）
で
す
。

主
に
昆
虫
類
を
捕
食
し
、
高
い
澄
ん
だ
声
で
さ

え
ず
り
ま
す
。

　
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
の
調
査
に
よ
り
市

内
で
確
認
さ
れ
た
鳥
類
は
、
35

科
１
１
８
種
で

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
留
鳥
は
26

種
で
全
体
の

約
22

％
に
留
ま
り
、
約
78

％
は
季
節
の
移
動
中

に
立
ち
寄
る
、
夏
鳥
・
冬
鳥
・
旅
鳥
で
し
た
。

こ
れ
は
市
内
の
緑
地
や
河
川
、
水
田
な
ど
を
頼

り
に
渡
り
鳥
が
や
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
宇
地
泊
干
潟
が
埋
め

立
て
ら
れ
、
ま
た
、
都
市
化
な
ど
の
大
き
な
環
境

変
化
が
野
鳥
た
ち
の
数
を
減
少
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
緑
地
は
私
た
ち
に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
と
同
時
に
、
野
鳥
に
と
っ
て
は
採
餌
、
休
息
、

繁
殖
な
ど
の
重
要
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

野
鳥
の
生
態
を
知
り
、
そ
の
環
境
を
保
全
す
る

こ
と
は
、
人
間
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
暮
ら
し

を
築
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
豊
か
な
未
来
の
た
め
に
も
、
一
人
一
人
が
自

分
の
ま
わ
り
（
足
元
）
の
自
然
に
目
を
向
け
、

今
あ
る
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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湾
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史
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土帝君例祭

カーサレー拝み

シマクサラシ

﹁
各
地
域
の
文
化
財 
①
﹂

は
じ
め
に

　

今
月
は
、
宜
野
湾

市
内
の
各
地
域
が
大

事
に
し
て
い
る
指
定
・

登
録
文
化
財
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
最

初
は
、
平
成
26
年
８

月
15
日
に
登
録
文
化

財
と
な
っ
た
「
字
宜
野
湾
の
年
中
祭
祀
」
で
す
。

集
落
が
基
地
と
な
っ
て
も　

　

「
字
宜
野
湾
の
年
中
祭
祀
」
は
、
戦
前
か
ら

字
宜
野
湾
の
方
々
が
行
っ
て
い
た
祭
祀
の
一
部

で
、
土
帝
君
（
ト
ゥ
ー
テ
ィ
ー
ク
ー
）
の
例
祭
、

カ
ー
サ
レ
ー
拝
み
、
シ
マ
ク
サ
ラ
シ
が
あ
り
ま

す
。
元
の
集
落
が
普
天
間
飛
行
場
に
接
収
さ
れ

て
か
ら
も
、
現
在
の
宜
野
湾
区
を
中
心
に
行
っ

て
い
る
祭
祀
で
す
。

土
帝
君
例
祭

　

旧
暦
２
月
２
日
に
、
宜
野
湾
公
民
館
近
く
の

土
帝
君
祠
で
行
わ
れ
る
祭
祀
で
す
。
字
宜
野
湾

の
土
帝
君
は
、
中
国
か
ら
勧
請
し
た
と
さ
れ
琉

球
の
歴
史
書
「
球
陽
」
に
も
そ
の
記
述
が
み
ら

れ
ま
す
。
字
宜
野
湾
で
は
、
土
帝
君
は
チ
ュ
ク

イ
・
ム
ジ
ュ
ク
イ
（
農
作
物
）
の
神
、
ム
ラ
の

守
り
神
と
し
て
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ー
サ
レ
ー
拝
み

　

旧
暦
６
月
25
日
に
行
わ
れ
る
行
事
で
す
。
現

在
は
、
旧
暦
以
降
の
日
曜
日
に
ウ
ブ
ガ
ー
な
ど

を
清
掃
し
た
後
に
、
ウ
ブ
ガ
ー
や
メ
ー
ヌ
ウ
タ

キ
、
ク
シ
ヌ
ウ
タ
キ
な
ど
で
祈
願
を
行
っ
て
い

ま
す
。

シ
マ
ク
サ
ラ
シ

　

旧
暦
８
月
10
日
に
区
内
に
悪
疫
が
侵
入
す
る

の
を
防
ぐ
た
め
シ
マ
ク
サ
ラ
シ
と
呼
ば
れ
る
祈

願
が
あ
り
ま
す
。
字
宜
野
湾
は
、
集
落
が
接
収

さ
れ
た
現
在
は
、
宜
野
湾
区
の
所
定
の
場
所
で
、

ビ
ン
シ
ー
（
洗
い
米
・
酒
・
塩
等
）
と
重
箱
（
牛
肉

等
）
を
供
え
、
招
福
除
災
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。
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